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１．産業界の変化

イノベーションとは、技術の革新にとどまらず、これまでとは全く違った新たな考え方、

仕組みを取り入れて、新たな価値を生み出し、社会的に大きな変化を起こすことである。
このためには、従来の発想、仕組みの延長線上での取組では不十分であるとともに、
基盤となる人の能力が最大限に発揮できる環境づくりが最も大切であるといっても過言
ではない。そして、政府の取組のみならず、民間部門の取組、さらには国民一人ひとり
の価値観の大転換も必要となる。

したがって、イノベーションの創出・促進に関する政策は、従来の政府主導による「個別

産業育成型」、「政府牽引型」から、国民一人ひとりの自由な発想と意欲的・挑戦的な
取組を支援する「環境整備型」へと考え方を大きく転換していかねばならない。
また、イノベーションの本質が既存の仕組みを大きく変えるものであることから、その担

い手についても、既存の組織、体制だけを前提として考えるのではなく、ベンチャー企
業、中小企業、さらにはＮＰＯ（非営利団体）、社会起業家等のより多種多様な担い手
がイノベーション創出に向けた活動を展開し、その創出により深く関わっていけるような
社会にしていかねばならない。

－イノベーション25（平成19年6月1日閣議決定）の主張－

キャッチアップ時代のマネジメントから
フロントランナー時代のマネジメントへの変革が必要



１．産業界の変化

経営上の重要課題

1位 収益性向上 56.3

2位 売上・シェア拡大 35.3

3位 人材強化（採用・育
成・多様化）

35.0

4位 新製品・新サービ
ス・新事業開発

20.9

5位 顧客満足向上 20.1

6位 品質向上（サービ
ス・商品）

19.5

7位 財務体質強化 18.2

8位 コーポレート・ガバナ
ンス強化

15.0

9位 現場強化（安全・技
能伝承）

13.4

10位 技術力強化 11.0

1位 収益性向上 40.5

2位 人材強化（採用・育
成・多様化）

36.0

3位 新製品・新サービ
ス・新事業開発

29.6

4位 売上・シェア拡大 26.2

5位 顧客満足向上 22.1

6位 企業の社会的責任 17.3

7位 コーポレート・ガバナ
ンス強化

15.2

8位 ブランド価値向上 15.1

9位 財務体質強化 13.3

10位 技術力強化 12.8

1位 新製品・新サービ
ス・新事業開発

33.6

2位 収益性向上 27.9

3位 グローバル化（グ
ローバル経営）

26.1

4位 人材強化（採用・育
成・多様化）

24.3

5位 株主価値向上 24.3

6位 ブランド価値向上 24.0

7位 顧客満足向上 23.4

8位 企業の社会的責任 19.5

9位 売上・シェア拡大 18.9

10位 企業理念の徹底・見
直し

15.9

現在（2006年）の課題認識
n=842

将来（2010年）の課題認識
n=842

将来（2015年頃）の課題認識
n=842

出典：日本企業の経営課題2006－第28回 当面する企業経営課題に関する調査－
社団法人日本能率協会（2006年11月）



2．産業界の現実
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n=951
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2．産業界の現実

民間企業の研究活動に関する調査報告（平成18年度）（文科省）

％
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2．産業界の現実
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非常にそう思う
13.4％

ややそう思う
30.9%どちらともいえない

29.0%

あまりそう思わない
19.4%

まったくそう思わない
7.4%

3．ポスドク、博士課程院生等の民間企業への就職意識

企業就職を実際検討している
11％

企業に就職したい
42％

魅力的だが現実
難しい 18％

どちらともいえない
15％

就職したくない
6％

回答なし
8％

科学技術政策研究所・（株）三菱総合研究所
「これからの人材育成と研究の活性化のためのアンケート調査（2004年8月）」

日本物理学会アンケート（07/10/01～07/10/17までのデータ）
対象者：物理学を専攻する568人



4．ＧＡＰの存在と解決
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5．まとめ

● 企業の将来に対する考え方は新規商品、新規サービス、新規事業の創造を
重要視している。

● そのための人材育成に関する意識も高まりつつある。

● しかも、研究者を増員することを志向している。しかし、現実の採用状況は学
士卒に重点が置かれている。

● 高学歴者に対する企業の評価は、基礎力がある、期待通りが高く評価されて
いる。一方、企業の研究者としての自覚や、ビジネスマンとしての社会的能力
に対しては厳しい見方である。

● ポスドクや博士課程院生等の企業への就職希望は増加している。

● 企業の中の将来志向と現実のギャップ、企業とポスドク等のマッチングがとり
難いギャップを解決するには、企業側の効率的企業研修方法の確立や、大
学院のカリキュラム改善、ポスドク等の個人の研鑚に依存することが当座の
解決法である。

● 上記事項を社会システム的に実現する方法を模索し、実現することがキャリ
ア支援センターのミッションである。


